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研究速報 ィ ヌ解 Langerhans島 の培養におけるB細 胞機能の経時的変化

弓場 健 義 官田 正 彦 中村 正 度 川島 康 生

はじめに :膵 Langerhans島 (以下, ラ島)の培養は

膵移植に際しての保存および免疫原性を低下させる手

段として注目されている。ラットなど小動物において

は長期培養により膵 ラ島の B細 胞機能は長期に維持

される1).しかし,ヒ ト,イ ヌなど大動物の際ラ島の長

期培養にともなうB細 胞機能の経時的変化について

は明らかでない.わ れわれはイヌ際分離ラ島の培養に

おけるB細 胞機能の経時的変化を観察した。

対象 と方法 1雑種成犬 4頭 の摘出膵を用い,Col‐

lagenase際管濯流法らにて膵ラ島分離を行った。 ラ 島

を20個採取し,組織培養用マルチプレ
ートに移し,10%

FCS(fetal calf seruln)力日RPM11640(Roswell Park

Memorial lnstitute's Mediuln1640)″こて95%02, 5%

C02,37℃の条件で培養を行った。培養後,1,7,14,

21,30日 目にブドウ糖刺激試験を行った。すなわち,

刺激試験前24時間は培養液を50mg/dlの条件にし, 1

日培養した。同一ラ島を50mg/dlと500mg/dlのブ ド

ウ糖濃度で 2時間ずつ順次短期培養した。培養液中に

放出されたインスリンの預J定は,Radioimmunoassay

(2抗 体法)に て行った。

結果 :プ ドウ糖50mg/dl培養時のインスリン放出

量 (μu/isiet/2時間)を controlとし,500mg/dl刺 激

時のインスリン放出量 (″u/isiet/2時間)を %評 価し

た.培 養 1日 目223.0±10,0%(MeanttSEM,n=4),

7日 目142.3±10.7%, 14日目212.3±26.0%,21日 目

2940± 40.4%と ブドウ糖刺激に対し,それぞれインス

リンの有意の増加がみられた (p<0.05)。 し かし,30

日目には94.0±14.1%とインスリンの有意の増加は認

められなかった (図).

考察 :イヌ膵ラ島の培養後, 1週 ごとにブドウ糖刺

激試験を行った結果,培 養 3週 目まではブドウ糖刺激

に対する良好なインスリンの反応性を確認したが, 4

/ス リン増加量

週 目にはブ ドウ糖刺激に対するインス リンの反応性が

認められなくなった。小動物に比 し,大 動物のラ島は

分離が容易でないため,分 離に際 してラ島自身の障害

の程度 も強いと考えられる。実体頭微鏡下の観察にお

いて分離直後に障害を受けたラ島も 1日 培養によリラ

島周囲の被膜が修復 されると報告 したり。今回,培 養 3

週 日前後より再びラ島周囲の被膜が不整 とな り, ラ島

の形態が崩れていく様子が観察された。何 らかの原因

で培養 3週 間前後でラ島は形態ならびに機能の維持が

困難 となるのではないかと考えられた,

索引用語 :膵 ラ島培養
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